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研究の全体概要 

 

循環・廃棄過程におけるリチウムイオン電池（LIB）の発火等事象を起因とする事故増加のため

に、循環・廃棄物処理施設の安全確保と資源回収の改善が急務となっている。また今後は、LIB使用

電気製品の消費・廃棄量増加、LIBの組成変化、設計・表示に関する規制強化などとともに、自治体

では LIBが外れない製品の分別収集やプラスチック一括回収などの分別収集の動きも出ている。これ

らの変化に対応しながら、既存の廃棄物処理施設の負荷軽減と小型家電リサイクル制度の活用を通じ

て、安全性と資源回収性の評価及び確保を伴った資源循環システムの構築に資する情報を提供するこ

とを目的とする。 

そのために本研究では、LIB の取扱いに関する複数の資源循環施策シナリオに対して、安全性と資

源回収性の観点で可能な限り定量的な評価を行い、望ましい資源循環のための政策提案を目指す。ま

ず、LIB のさらなる普及と組成変化を反映したマテリアルフロー分析を行うとともに、LIBの取扱い

に関する国内外の多様な施策動向のレビューを通じて、評価すべき資源循環施策シナリオを抽出す

る。 

次に安全性に関して、実施設で検知関連の情報収集及び解析を行って、循環・廃棄過程における発

火等事象の客観的・定量的な件数把握が行える手法を実証するとともに、LIBの安全性評価試験を行

って充電状態（SOC）・容量・正極材などが発火等事象に与える影響を明らかにする。そして資源回収

性に関しては、分別収集などの施策が自治体や小型家電リサイクル施設などでの中間処理を経て、最

終的に得られる金属などのリサイクル率や事業性に与える影響を把握する。 

最後にこれらの評価結果を組み合わせて、LIBの取扱いに関する各種施策シナリオが安全性と資源

回収性の観点でどの程度効果があるかを明らかにし、望ましい資源循環システムのために必要な政策

提案と課題の提示を行う。 

 



研究の全体概要図 

 

 


